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５月の俳句 初夏のたそかれ色にある仲間
山口 弘子

ゴールデンウィークも明け、５月は行事がいっぱいです。今日は新体力テストと避難訓練が
あり、週末からは春季下都賀地区大会です。そして２６日（土）には体育祭になります。生徒
は忙しくて大変だと思いますが、今までも忙しいときに生徒は大きく成長しました。経験が自
分を鍛えるのだと思います。保護者の皆さんもぜひ、お子さんの頑張りを見守ってあげてくだ
さい。よろしくお願いいたします。

１ 家庭訪問、授業参観、保護者会 お世話になりました

４月２３日からの家庭訪問、５月２日の授業参観、保護者会では大変お世話になりました。
短い時間でも直接話すことが今後の連携にも大切になります。ご意見としていただいたことに
ついては各学年、各係で検討して今後に生かしていきます。ありがとうございました。

左、中：１年生の授業の様子 右：ＰＴＡ総会

左：２９年度ＰＴＡ役員への感謝状贈呈 大変お世話になりました。
中、右：下野市教育委員会より小中一貫教育、義務教育学校開校にむけての話がありました。

２ 体育祭スローガン

平成３０年度の体育祭のスローガンは、疾風迅雷（しっぷうじんらい）～無限の彼方へ
さあ行くぞ！～に決まりました。疾風迅雷とは、速い風激しい雷のような勢いを指す四字熟
語です。幕末を背景にした漫画のタイトルにもなっているようですが、生徒の意気込みが伝
わってきます。
また、本年度は３年生が３学級ありますので、３年生は各学級がそれぞれ赤団、白団、青

団に分かれ、１，２年生は各学級の中で３団に分かれます。各団、各学級ごとの取り組みを
ご覧ください。詳しいプログラム等については決まり次第お知らせします。
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３ 春季下都賀地区大会の抱負

今週末１１日（金）から春季下都賀地区大会です。各部の部長さんに、大会の抱負を書いて
もらいました。文化部には、今後のコンクール等の抱負をお願いしました。

野球部 板子 幸太 ソフトテニス部男子 嶋田 和也
自分達、野球部は１年生が入部するまで 僕たちソフトテニス部男子の春季地区大会

は９人という少ない人数の中、毎日の練習 の目標は、優勝です。日々の練習の成果を生
に取り組んできました。１年生が入部し、 かして優勝したいです。僕たちはたくさん遠
部員が１５人に増え、自分はとても嬉しい 征をしてきました。遠征をしていく中でいろ
です。野球部の練習では、辛い練習でも辛 いろな経験、知識を得ました。その遠征をし
い顔をせず、明るい表情で練習しています。 て得たことを地区大会で発揮できるよう日々
集中する時はそのことだけに一点集中しま の練習で声を出し、１球１球の打つボールに
す。今週の春季下都賀地区大会は３年生に 集中して、優勝できるように頑張りたいです。
とってとても大事な試合なので、大会まで
の練習期間にしっかりと練習し、１回戦の
小山城南中との対戦では、小山城南中を破
るように頑張ります。そして、応援してく 剣道部男子 篠原 悠真
ださる先生方、保護者の方にも勝って喜ん 私たち剣道部男子は団体で県大会に出場す
でもらいたいです。チーム全員で小山城南 ることを目指しています。剣道部は新人戦の
中を倒したいと思います。応援よろしくお 時、団体で県大会に出場することができませ
願いします。 んでした。なので剣道部では団体で県大会に

出場したいです、個人でも１人１人頑張り、
県大会に出場できるようにしたいです。

バドミントン部男子 小川 徳斗
バドミントン部男子の目標は県大会に出

場し、全員が実力を存分に発揮することで 剣道部女子 上野 愛美
す。団体戦ではいつも惜しいところまでい 剣道部女子は団体戦に出られないので、個
くので、そんな悔しい結果にならないよう 人戦で良い成績を残したいです。目標は県大
に頑張りたいと思います。また、個人戦で 会出場です。１年、２年と良い結果を残すこ
は２，３年生の中には試合慣れしていない とができなかったので、良い結果を残せるよ
選手もいて、本番になるとミスを連発して うにしたいです。そして、苦手な技、できな
しまうこともあるので、今回の大会では残 い技をしっかりできるようにして個人戦を頑
り少ない試合を大切にしたいと思います。 張りたいです。新人戦でできなかったところ

を、春季地区大会で生かせるように一生懸命
試合をしたいです。

バドミントン部女子 慶野 留茄
バドミントン部女子の春季下都賀地区大

会の目標は、団体は優勝で、個人は１人１ 美術部 髙田 真羽
人が今まで練習してきたことを発揮できる 美術部の抱負は、「日々技術向上」です。
ようにすることです。そのためには残り少 たくさんの作品を制作し、少しでも多くの経
ない練習時間を無駄にせず取り組み、本番 験を積み重ね、自分の納得のいくような良い
で少しでもミスを減らせるようにすること 作品を作っていきたいです。そして、他人の
です。今年は壬生中学校の体育館で大会が 作品を鑑賞し、学び、視野を広げ、自分が今
行われ、室内がとても暑くつらい試合にな まで作ったことのないような新しい作品を作
ると思いますが、あきらめないで試合がで り上げていきたいです。
きればいいです。

吹奏楽部 松枝 紅愛
ソフトテニス部女子 谷田部 月菜 私たち吹奏楽部は３年生１６名、２年生１
ソフトテニス部女子の地区大会の抱負は ０名、１年生８名計３４名で活動しています。

自分たちの得意なところを生かして、団体 私たちにとってコンクールは年に１回しかあ
戦では県出場、個人戦ではペアで納得のい りません。夏のコンクールで『ゴールド金賞』
く悔いのない試合をしたいです。そのため を取るために、日々練習をしています。コン
に毎日の練習が必要です。日々の練習をふ クールにでるのは３年生、２年生と１年生の
り返ると、私たちは、練習で本気の声をだ 一部でコンクールメンバーと呼ばれる限られ
したのは試合の前日ぐらいだと思いまし た人だけですが、部員全員で最高の音楽を奏
た。部活中は声を途切らせないように自分 でられるようにしたいです。私たちは人に愛
から声を出して周りを引っ張っていきたい される音楽を作ることが目標なので、人に愛
です。そして、大会で堂々とした試合が仲 される音を奏でられるように、これからも練
間と一緒にできるように、一歩でも成長し 習をしていきたいです。
て地区大会を迎えたいです。


